
○南魚沼地域と十日町地域を結ぶ主要幹線道路で
ある国道253号は、丘陵部を通る道路であり、線形
不良区間（曲線半径R=100m未満）が7箇所、急勾
配区間(縦断5%以上)が6箇所存在する。（図４）

一般国道２５３号 十日町道路における計画段階評価

１．十日町地域の課題 ２．原因分析

３．政策目標

②三次医療施設へのアクセス性

○魚沼地域五市町の三次医療施設
「魚沼基幹病院」が平成27年6月に
開院するも十日町市南西部など、
到着に60分以上かかる地区が存在。
（図２）

○十日町市・津南町から魚沼基幹病
院への搬送件数は増加傾向にある
一方で、現道区間の線形が悪いこ
とにより、搬送時における振動や横
揺れが救急患者への負担となって
いる。

③観光施設へのアクセス性
○十日町市は、観光資源が豊富な
地域であり、県外観光客の約７割
が関東方面からの来訪であるが、
道路ネットワークが脆弱であるため
関越自動車道（六日町IC）からのア
クセスに課題。（図３）

③広域交通体系の不足
○十日町市の観光入込客数は近年増加傾向に
ある一方、県外観光客の多くを占める関東方面
と接続する広域交通体系が不足。（図５）

②厳しい縦平面線形

①脆弱な道路ネットワーク
○対象区間の現道では、連続雨量による事前通行規制区間が２区間あり、防災点検の
要対策箇所が12箇所あるなど南魚沼地域と十日町地域を結ぶ主要幹線道路として、
道路ネットワークが脆弱である。（図４）

①安全性・走行性向上
②三次医療施設へのアクセス性向上
③観光振興の促進

図５ 十日町地域の主な観光地
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図３ 観光入込客出発地割合
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： 魚沼基幹病院60分圏域

図２ 魚沼基幹病院60分圏域

魚沼基幹病院に到着する
までに60分以上かかる地
域が存在
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図１ 現道区間における全面通行
規制実績（過去10年間）

①災害による通行規制
○現道区間は、山間部を通過することから、過去10年間（H20～H29）で毎年のように土
砂災害による通行止めや、冬期の通行規制が発生。（図１）

○特に、平成23年7月の新潟・福島豪雨では、土砂崩れによる9日間の通行止めが発生。

写真１ 新潟・福島豪雨
被災状況（H23.7）（年度）

写真２ 斜面雪処理による
片側交互通行規制状況

写真３ 大地の芸術祭拠
点施設 越後妻有里山現
代美術館『キナーレ』

とおかまち

図４ 現道状況
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[標準断面図]

評価軸

案Ａ （L=約11.5km） 案Ｂ （L=約10.5km） 案Ｃ （L=約11.0km）

・十日町市街地へのアクセス性に配慮して、既成市街地へ可能な限り近
接したルート。

・通過交通の速達性にも配慮して、起終点間を直線的に結節した
ルート。

・土砂災害等危険箇所を極力避けたルート。

①安全性・走行性向上

・急カーブや急勾配が解消し、走行性・安全性が向上する。
・トンネル区間が全体の約40％となり、冬期の降積雪の影響が最
も多い。

・急カーブや急勾配が解消し、走行性・安全性が向上する。
・トンネル区間が全体の約60％となり、冬期の降積雪の影響が２
番目に多い。

◎
・急カーブや急勾配が解消し、走行性・安全性が向上する。
・トンネル区間が全体の約65％となり、冬期の降積雪の影響
が最も少ない。

・土工区間が全体の約50％となり、降雨等による土砂災害のリス
クが最も高い。

・土工区間が全体の約30％となり、降雨等による土砂災害のリス
クが２番目に高い。

◎
・土工区間が全体の約25％となり、降雨等による土砂災害の
リスクが最も低い。

②三次医療施設へのアクセス性
向上

◎
・３次救急医療施設（魚沼基幹病院）のアクセス性が向上し、60
分圏域カバー人口が約4,600人増加する。

◎
・３次救急医療施設（魚沼基幹病院）のアクセス性が向上し、60
分圏域カバー人口が約4,900人増加する。

◎
・３次救急医療施設（魚沼基幹病院）のアクセス性が向上し、
60分圏域カバー人口が約6,000人増加する。

③観光振興の促進 ◎
・十日町市中心市街地へのアクセス性に優れ、観光支援効果が最
も高い。

・十日町市中心市街地へのアクセス性がやや劣り、観光支援効果
が。２番目に低い。

・十日町市中心市街地へのアクセス性が他案より劣り、観光
支援効果が最も低い。

④自然環境・社会環境への
影響に配慮

◎

・圃場部を通過する区間が、ルート全体の約30%と最も少なく、自
然環境への影響は最も小さい。

・影響する集落数が12集落と最も多いため、社会環境への影響は
最も大きい。

◎

・圃場部を通過する区間が、ルート全体の約30%と最も少なく、自
然環境への影響は最も小さい。

・影響する集落は11集落と２番目に多く、社会環境への影響は２
番目に大きい。

◎

・圃場部を通過する区間が、ルート全体の約35%と他案より多
く、自然環境への影響は最も大きい。

・影響する集落は10集落と最も少ないため、社会環境への影
響は最も小さい。

⑤将来道路網や土地利用計画
など将来計画との整合に配慮

・十日町市が将来、開発を計画しているエリアを通過しないため、
開発への直接的な支援が難しい。

◎
・十日町市が将来、開発を計画しているエリアを通過するため、
開発への支援が可能。

◎
・十日町市が将来、開発を計画しているエリアを通過するた
め、開発への支援が可能。

⑥コスト 約６２０億円 約５８０億円 約５５０億円

単位:ｍ

[計画概要]

・路 線 名：一般国道253号 十日町道路
・区 間：新潟県十日町市北鐙坂

～新潟県十日町市八箇
・概略延長：10.8km ・車 線 数：2車線
・種級区分：第1種第3級 ・設計速度：80km/h
・概ねのルート：図7【案Ｃ】のとおり

(参考)当該事業の経緯

・H 6.12 ：上越市～六日町（現南魚沼市）まで（約
60km）が計画路線に指定

・H 8. 8 ：十日町市～六日町（現南魚沼市）まで
（約13km）が調査区間に指定

・H30. 1 ：ルート帯決定［新潟県］
・H30. 4～：直轄による権限代行実施の検討を行うた

めの調査を開始［国］
・H30.12 ：第1回十日町道路技術検討委員会［国］
・H31. 2 ：第1回十日町道路技術検討委員会［国］
・H31. 3  ：新潟県へ直轄調査結果の送付［国］

地方の要望等
H30.11 十日町市長が国土交通省に新規事業化要望
H30.11 新潟県知事が国土交通省に権限代行による

新規事業化要望
H31. 2 新潟県知事が国土交通省に権限代行による

新規事業化要望

案Ａ

案Ｂ

案Ｃ

対応方針(案)：【案Ｃ】による対策が妥当

４．対策案の検討
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図７ 一般国道253号（北鐙坂～八箇）における対策案

十日町道路

市道 高山水沢線

※新潟県概略ルート帯決定時（H30.1）の想定コスト

一般国道２５３号 十日町道路における計画段階評価
とおかまち


